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研究概要 

当講座では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細

胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現

在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に

応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血

管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

 キ-ンベック病に関する臨床的研究 

 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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理学会 第50回記念大会, 2020.11. 京都 

17. 谷口隆哉：非定型大腿骨骨折及び非定型インプラント周囲骨折の存在と対策 大阪臨床整形外科医会 2020/11 on line 

18. 西山大介, 谷口隆哉 福井大輔 山中学 玉井英伸 神前拓平 岩崎博 山田宏. 成人脊柱変形矯正固定術後のTHA脱臼リスク評価. 第

47回日本股関節学会,2020.10. 三重 

19. 福井大輔：膝関節炎における疼痛・軟骨変性のメカニズムと近年の薬物治療―分子生物学的観点からー．和歌山運動器疾患フォーラム2020．

2020.12 和歌山 

20. 下江隆司: 更年期世代の女性を中心とした手・手指疾患に対するエクオールの可能性. 第18回かながわ薬剤師学術大会, 2020.1.12. 横浜

市 

21. 下江隆司: 女性に多い手の痛み、しびれ、こわばり. エクオールの使用経験. 和歌山市薬剤師会女性薬剤師部会研修会, 2020.2.15. 和歌山

市 

22. 下江隆司：四肢のスポーツ傷害―小児・成人の外傷から女性の更年期障害、パラアスリートまで自験例を中心に―. 第5回和歌山県医師会

主催日医認定健康スポーツ医学再研修会, 2020.10.23. 和歌山市 



23. 山中学：不安と痛みの関わり－見えない情動と痛みを電気生理学的に見る．第3回慢性疼痛診療講演会，2020.1. 札幌市 

 

c) 全国学会 

1. 湯川泰紹、橋爪洋、南出晃人、岩崎博、筒井俊二、高見正成、岡田基宏、山田宏：頚椎多椎間前方再建手術後のC5麻痺の発生率とその

予後、第10回成人脊柱変形学会、2020.8 名古屋 

2. 湯川泰紹、橋爪洋、南出晃人、岩崎博、筒井俊二、高見正成、山田宏：頚椎前方椎弓根スクリュー・プレート固定術の中長期成績、第49

回日本脊椎・脊髄病学会、2020.9 名古屋 

3. 湯川泰紹、橋爪洋、南出晃人、岩崎博、筒井俊二、高見正成、山田宏：10秒足踏みテストと手指10秒テストを組み合わせて実施するこ

とで胸髄症は頚髄症から鑑別可能である、第49回日本脊椎・脊髄病学会、2020.9 名古屋 

4. 湯川泰紹、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、山田宏：前方単独での強固な頚椎再建方法 「頚椎前方椎弓根スクリュー・

プレート固定術」、日本脊椎インストルメンテーション学会 2020.10 栃木（Web開催） 

5. 松本 卓二, 木村 友香子: サルコペニアの代表的疾患である高齢者大腿骨頚部骨折と転子部骨折における栄養学的、骨形態学的指標の検

討. 第35回日本臨床栄養代謝学会学術集会特別大会 web開催, 2020 

6. 松本 卓二, 木村 友香子: 高齢大腿骨近位部骨折におけるBCAA短期集中投与による急性期リハ栄養はタンパク同化抵抗性に抗う一手段

となる. 第35回日本臨床栄養代謝学会学術集会特別大会  web開催, 2020 

7. 松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦: 大腿骨転子部骨折での外側壁破裂は術後骨折部の不安定性につながる予測因子

の1つである. 第93回日本整形外科学会学術総会 web開催, 2020 

8. 松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦: 大腿骨近位部骨折に対する分岐鎖アミノ酸の短期・集中投与によるリハ栄養は

栄養学的指標を改善する. 第93回日本整形外科学会学術総会 web開催, 2020 

9. 松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦, 中谷修三: 大腿骨転子部骨折の外側壁の破裂は術後 ADL の低下を予測する因

子の一つである. 第93回日本整形外科学会学術総会 web開催, 2020 

10. 松本卓二: 大腿骨骨折高齢者のタンパク同化抵抗性に着目したBCAA 短期集中投与による急性期リハ栄養の新しい試み. 第46 回日本骨

折治療学会学術集会 バーチャル学術集会, web開催, 2020 

11. 松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦: 大腿骨転子部骨折での外側壁破裂は術後骨折部の不安定性につながる予測因子

の1つである. 第22回日本骨粗鬆症学会 web開催, 2020 

12. 松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦: 大腿骨転子部骨折の外側壁の破裂は、術後 ADL の低下を予測する因子の一つ

である. 第22回日本骨粗鬆症学会 web開催, 2020 

13. 松本卓二, 木村友香子: リハビリテーション栄養チーム介入は大腿骨近位部骨折における周術期の誤嚥性肺炎を減少させる. 第22回日本

骨粗鬆症学会 web開催, 2020 

14. 松本卓二、木村友香子、山下英里子、水森菜月: 人参養栄湯は大腿骨近位部骨折に対する新たなリハ栄養薬の一つとなる可能性がある. 第

10回日本リハビリテーション栄養学会2020/12/12-13 web開催 

15. 中川幸洋、川上守、寺口真年、籠谷良平、米良好正：骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP -特に早期適応症例に対する Double Cement 

Application Techniqueについて- ．第10回最少侵襲脊椎外科学会 2020.2.14-16, 神戸市 

16. 中川幸洋、寺口真年、延與良夫、川上守：頚椎後方除圧固定術における術中誘発筋電図の振幅増大現象とそのタイミング．第 29 回日本

脊椎インストゥルメンテーション学会学術集会 2020.10.23-24、宇都宮 live-web開催 

17. 中川幸洋、延與良夫、寺口真年、米良好正、北山啓太、山根木一弘： 腰部脊柱管狭窄症の内視鏡下除圧手術における術中誘発筋電図の

振幅増大現象とそのタイ ミング．日本臨床神経性理学会学術大会 第50回記念大会 2020.11.26-28 京都 

18. 中川幸洋、川上守、寺口真年、籠谷良平、米良好正、山根木一弘：腰部脊柱管狭窄症の内視鏡下除圧手術における術中誘発筋電図の振幅

増大現象とそのタイミング．第41回脊髄機能診断研究会 2020.2.1, 東京 

19. 岩﨑博, 太地良, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 中川幸洋, 筒井俊二, 高見正成, 長田圭司, 山田宏：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下椎

弓切除術は脊髄神経後枝由来の腰痛改善効果を有するか？. 第23回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2020.9. 神戸 

20. 岩﨑博, 筒井俊二, 高見正成, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 岡田基弘, 山田宏：なぜ術中神経機能モニタリングは必須のツールなのか？－

医原性障害回避のために知っておきたいトラブルシューティング事例の紹介－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2020.9. 神戸 



21. 岩﨑博, 筒井俊二, 高見正成, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 岡田基弘, 山田宏：術中神経機能モニタリングが脊椎外科医に信頼されるため

に. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2020.9. 神戸 

22. 岩﨑博, 筒井俊二, 高見正成, 芝﨑裕順, 宮本靖久, 森翔太, 山田宏：術中神経機能モニタリングの有用性と問題点－単一施設1063症例の

検討から分かったこと-. 第41回脊髄機能診断研究会,  2020.2. 東京 

23. 岩﨑博, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 筒井俊二, 高見正成, 長田圭司, 山田宏：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下椎弓切除術の長期成績

－術後5年と10年の臨床成績比較－. 第28回日本腰痛学会, 2020. 10．札幌（Web開催） 

24. 岩﨑博, 太地良, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 筒井俊二, 高見正成, 長田圭司, 橋本侑加子, 山田宏：内視鏡下椎弓切除術は脊髄神経後枝

由来の腰痛改善効果を有するか？. 第28回日本腰痛学会, 2020.10．札幌（Web開催） 

25. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸弘、岩﨑博、高見正成、山田宏：LIFを用いた long fusionのロッド折損に再手術は必

要か？ 第28回日本腰痛学会, 2020.10. 札幌 

26. 筒井俊二、山田宏、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸弘、岩﨑博、高見正成、岡田基宏：成人脊柱変形対する胸腰椎骨盤固定術にお

ける固定上位端の最適なインプラントの検討‐フック vs スクリュー‐. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2020.9. 神戸 

27. 筒井俊二、芝崎裕順、山本 衛、村上公英、吉田宗人、山田宏：骨粗鬆症脊椎に椎弓根スクリューを刺入する際には椎体終板に平行から

下向きに前壁まで刺入すべきである. 第93回日本整形外科学会学術総会, 2020.5. 福岡 

28. 高見正成、筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、岡田基宏、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏．高齢者における成人脊

柱変形矯正手術でPI-LL≦20度は許容できるか？第93回日本整形外科学会学術集会（2020.06.11-08.31）web 

29. 高見正成、橋爪洋、岡敬之、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、岩崎博、筒井俊二、岡田基宏、川上守、山田宏．日本語版lumbar stiffness 

disability index (LSDI) の開発 ―言語的妥当性を担保した翻訳版の作成―．第93回日本整形外科学会学術集会（2020.06.11-08.31）web 

30. 高見正成、橋爪洋、岡敬之、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、岩崎博、筒井俊二、岡田基宏、川上守、山田宏．日本語版lumbar stiffness 

disability index (LSDI) の開発 ―内的整合性と外的妥当性の検証―．第93回日本整形外科学会学術集会（2020.06.11-08.31）web 

31. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、岩崎博、筒井俊二、岡田基宏、太地良、西秀人、吉田宗人、山田宏．腰椎内視鏡手

術においてヒトトロンビン含有ゼラチン使用吸収性局所止血材（フロシール）は術後血腫形成を軽減するか？第 93 回日本整形外科学会

学術集会（2020.06.11-08.31）web 

32. 高見正成、岡田基宏、山田宏、長田圭司、坂田亮介、橋本忠晃．分節動脈損傷を伴った胸腰椎骨折．第 93 回日本整形外科学会学術集会

（2020.06.11-08.31）web 

33. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、山田宏．高齢者における成人脊柱変形矯正手術で PI-LL≦20

度は許容範囲内か？第10回日本成人脊柱変形学会学術集会（2020.08）名古屋 

34. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、山田宏．腰椎内視鏡手術においてヒトトロンビン含有ゼラチン

使用吸収性局所止血材（フロシール®）は術後血腫形成を軽減するか？第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2020.09）神戸 

35. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、山田宏．成人脊柱変形に対する固定範囲を短縮した矯正固定術

の術後中期成績．第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2020.09）神戸 

36. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、山田宏．高齢者における成人脊柱変形矯正手術で PI-LL≦20

度は許容範囲内か？第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2020.09）神戸 

37. 高見正成、太地良、湯川泰紹、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、村田鎮優、神前拓平、南出晃人、山田宏．骨粗鬆症性椎体骨折後偽関節に対

するX-core2システムを用いたshort fusionによる治療戦略．日本腰痛学会（2020.10）札幌 

38. 谷口隆哉：地域住民における pistol grip deformity 病変の疫学的指標と関連因子 The ROAD study．  第 93 回日本整形外科

学会学術集会 2020.5 on line 

39. 谷口隆哉：脊椎骨盤固定術後におけるDual Mobolity system は有用か？～STRYKER 社CT-base Hip 1.3 を用いた検討．第 47

回日本股関節学会学術集会 2020/10 in三重 

40. 谷口隆哉：全人口膝関節置換術術前運動療法の術後深部静脈血栓症の予防効果の検討．第 50 回日本人工関節学会学術総会 2020/2 in 

福岡 

41. 西山大介, 岩崎博, 谷口隆哉, 谷口亘, 山中学, 原田悌志, 玉井英伸, 山田宏: 人工知能によるCT画像からの中臀筋輪郭の自動抽出. 第93

回日本整形外科学会学術総会. 2020.6. web開催 



42. 長田圭司、橋爪洋、吉村典子、石元優々、延與良夫、吉田宗人、村木重之、田中栄、中村耕三、山田宏：後縦靭帯骨化症の骨化伸展と終

末糖化産物(AGEs)との関連；3年の縦断調査における後縦靭帯骨化症の自然経過Progression of OPLL and its association with AGEs. 

日本脊椎脊髄病学会 2020/9/7 神戸市 Web開催 

43. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 山田宏: 膝周囲皮膚欠損に対する腓腹筋弁移行術. 第 47 回日本マイクロサージャリー学会, 

2020.11.20. 北九州市 

44. 寺口真年、川上守、石元優々、長田圭司、中川雅文、峯玉賢和、左近奈菜、中谷友洋、松尾咲愛、山際航平、 中川幸洋 : 胸部レントゲ

ンを用いた成人脊柱変形の検出に向けての新しいパラメーターの提唱：日本整形外科学会総会, 2020.6.11-8.31 神戸 オンライン 

45. 寺口真年、川上守、中川雅文、峯玉賢和、松尾咲愛、山本義男、中川幸洋 : AGEsは腰部脊柱管狭窄症患者の腰痛症状の強さと関連する. 

日本脊椎脊髄外科学会, 2020.9.-23 神戸 オンライン 

46. 寺口真年、川上守、石元優々、長田圭司、中川雅文、 峯玉賢和、左近奈菜、中谷友洋、松尾咲愛、山際航平、中川幸洋 : 胸部レントゲ

ンを用いた成人脊柱変形の検出に向けての新しいパラメーターの提唱. 日本脊椎脊髄外科学会, 2020.9.7-23 オンライン 

47. 寺口真年、川上守、米良 好正、山本義男、中谷友洋、中川幸洋：新鮮骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期BKP 適応のCT 画像分類. 日

本低侵襲脊椎外科学会, 2020.9.24-25 神戸 オンライン 

48. 寺口真年、川上守、延與良夫、中川幸洋：新鮮骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期BKP 適応のCT 画像分類. 日本脊椎インストュルメン

テーション学会, 2020.10.23-24 宇都宮 オンライン 

49. 寺口真年、川上守、米良好正、山本義男、中谷友洋、中川幸洋：新鮮骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期BKP適応のCT画像分類.日本骨

粗鬆症学会, 2020.10.9-11 オンライン 

50. Hira K:The relationship of sagittal alignment of the spine with low back pain and physical performance in a population-based cohort 

of the Japanese: The Wakayama Spine Study   2020.7 日本整形外科学会 

51. 平一裕：大規模住民コホートにおける脊柱バランス不良と腰痛・身体運動機能との関連: The Wakayama Spine Study   2020.9  第49

回日本脊椎脊髄病学会 

52. 中村憲太、西山大介、山田 宏、松崎交作、殿尾守弘、中谷如希、山崎 悟、谷上正純：仰臥位前方進入THAにおける上方スクリュー

挿入の工夫．第50回日本人工関節学会．2020.2.大阪 

53. 曽根勝真弓，飯高世子，谷口亘，谷口隆哉，田中栄，橋爪洋，山田宏，吉村典子: 一般住民における骨盤傾斜角の性年齢別 10 年縦断変

化:ROADスタディより. 第 93 回日本整形外科学会学術総会, 2020.5. 福岡 

54. 曽根勝真弓，岩﨑博，筒井俊二，谷口亘，山中学，山田宏，Jianguo G. Gu: Aβ、Aδ、C 線維からの単一軸索記録を可能にした 

Pressure-clamped single-fiber recording 法. 第 31 回日本末梢神経学会 オンライン開催 

55. 曽根勝真弓，Gu JG，山中学，谷口亘，筒井俊二，岩﨑博，山田宏：新規開発した Pressure-clamped single-fiber recording 法 - 坐骨

神経、神経皮膚標本への応用 -. 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会 Live-web 開催 

56. 原田悌志、谷口隆哉：寛骨臼不全による脊椎骨盤アライメントの変化は、幼小児期の骨盤形態の形成過程において生じている The 

ROAD study. 第93回日本整形外科学会学術集会 2020.5 on line 

57. 玉井英伸，山中学，谷口亘，太地良，西尾尚子，中塚映政，山田宏：変形性膝関節症モデルラットにおけるTRPA1発現の電気生理学的

検討. 第13回運動器疼痛学会，2020.11.28-12.25. 新潟（※オンラインに変更） 

58. 谷上正純:人工股関節全置換術の術後10年での追跡調査率についての検討．第50回日本人工関節学会 2020.2.21. 福岡 

59. 井上慎吾、橋爪 洋、岡 敬之、湯川 泰紹、岩﨑 博、南出 晃人、筒井 俊二、高見 正成、岡田 基宏、橋本 侑加子、島崎 彩華、山田 宏：

一般住民における中枢性感作と運動器疼痛の関連について -Wakayama Health Promotion Study-.第93回日本整形外科学会学術総会, 

2020.6. 福岡(オンライン学会) 

60. 神前拓平：スパインユーザーは成人脊柱変形術後の近位隣接椎間障害の発生リスクとなる．2020年9月7日 第49回日本脊椎脊髄病学

会学術集会 神戸市 

61. 神前拓平：髄節障害をモニターする上で多連発刺激による経頭蓋電気刺激複合筋活動電位は有用である．2020年9月7日 第49回日本

脊椎脊髄病学会学術集会 神戸市 

62. 神前拓平：地域住民における脊柱起立筋脂肪浸潤割合は3年後の腰痛及び関連疾患を予測する-The Wakayama Spine Study- 2020年

10月30-31日 第28回日本腰痛学会  札幌市 



 

63. 松山雄樹, 下江隆司, 神埜聖治, 木戸勇介, 曽根勝真弓, 山田宏: 顕微鏡下に施行した神経原性腫瘍の治療成績. 第47回日本マイクロサー

ジャリー学会, 2020.11.21. 北九州市 

64. 野中研人，山﨑悟，谷上正純，久保井勇樹，岡田紗枝，西山大介，曽根勝真弓，松崎交作：当院におけるMIS（two-incision approach）

を用いたTHAの患者満足度調査.第50回人工関節学会，2020.3. 福岡 

65. 本田梨絵、寺口真年、斎藤喜宜、米良好正、北山啓太、中川幸洋：骨粗鬆症治療継続のために多職種連携における医師事務作業補助者の

役割. 日本骨粗鬆症学会, 2020.10.9-11 オンライン 

66. 山根木一弘、中川幸洋、川上守、寺口真年、籠谷良平、米良好正：頚椎脊柱管拡大術における術中誘発筋電図の振幅増大現象とそのタイ

ミング．第41回脊髄機能診断研究会 2020.2.1, 東京 

 

d) 地方学会 

1. 岩﨑博, 太地良, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 山田 宏: 腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術は脊髄神経後枝由来の腰痛を改善で

きるのか？. 第135回中部日本整形外科・災害外科学会・学術集会, 2020.10. 松江（Web開催） 

2. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、山田宏：成人脊柱変形対する胸腰椎骨盤固定術における固定上位端のアンカーには

椎弓根スクリューを選択すべきである. 第135回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2020.10. 松江 

3. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、山田宏：成人脊柱変形対する胸腰椎骨盤固定術における固定上位端には椎弓根スク

リューを選択すべきである. 第134回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2020.4. 大阪 

4. 高見正成、岡田基宏、山田宏、柴田尚明、長田圭司、岩崎安博、坂田亮介、橋本忠晃．分節動脈損傷を伴った脊椎骨折．第 30 回和歌山

県整形外科医会学術集会（2020.02）和歌山 

5. 高見正成、岡田基宏、長田圭司、橋本忠晃、坂田亮、山田宏．分節動脈損傷を伴った胸腰椎骨折．第134回中部日本整形外科災害外科学

会・学術集会（2020.10）web 

6. 延與良夫、夏見勇多、木戸勇介、舟津稔博、北野陽二、麻殖生和博、西秀人：歯突起後方偽腫瘍に対して頸椎カラー固定で偽腫瘍が縮小

した1例.第17回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム,2020.1.18. 和歌山 

7. 延與良夫、夏見勇多、木戸勇介、舟津稔博、北野陽二：長期間にわたり確定診断にいたらなかった強直性脊椎炎の3例.第30回和歌山整

形外科医会,2020.2.15. 和歌山 

8. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 山田宏: 人工関節置換術後に発生した下腿コンパートメント症候群. 第 135 回中部整災, 

2020.10.9. 出雲市 (web hybrid開催) 

9. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 山田宏: 車いすマラソン競技者における肘部管症候群. 第 135 回中部整災, 2020.10.9. 出雲

市 (web hybrid開催) 

10. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 山田宏: Salmonella Enteritidis による胸壁膿瘍の 1 例. 第 88 回和歌山医学会総会, 

2020.12.13. 和歌山県立医科大学 (web hybrid開催) 

11. 寺口真年、川上守、本田梨絵、林和幹、籠谷良平、米良好正、中川幸洋：当院における骨粗鬆症リエゾンチーム作成および現在の取組み

について.日本医療マネジメント学会 和歌山支部会, 2020. 2 和歌山 

12. 友松晃一、小島博嗣、前田孝浩、栗本公博：大腿骨内顆骨折に対してZimmer NCB® proximal tibia plateを使用した1例. 第9回和歌

山関節外科の会, 2020.1. 

13. 友松晃一、小島博嗣、平井一成、山口将則、檀上茂人：陳旧性アキレス腱断裂に対し半腱様筋を用いて再建術を施行した経験. 第88回和

歌山医学総会, 2020.12. 和歌山 

14. 藤木貴顕、木下裕文、窪田誠治、北裏卓也、山田宏：肩鎖関節脱臼に対し、Cadenart変法とDog Bone Buttonを併用した1例．第134

回中部日本整形外科災害外科学会2020.5.大阪 

15. 藤木貴顕、石元優々、石口明、太田泰宏、西井佑介、出口剛士：コンドリアーゼの使用経験．第88回和歌山医学総会．2020.12.和歌山 

16. 木戸勇介, 北野陽二, 舟津稔博, 北裏卓也, 延與良夫, 山田宏: 踵骨載距突起骨折の２例.第135回中部日本整形外科・災害外科学会学術集

会. 2020.10 (web開催) 

17. 木戸勇介, 北野陽二, 舟津稔博, 北裏卓也, 延與良夫, 山田宏: 踵骨載距突起骨折の２例.第88回和歌山医学会総会. 2020.12.13. 和歌山市 



 

18. 谷上正純:当院における大腿骨ステム周囲骨折の傾向と治療成績 第88和歌山医学会総会 2020.12.13. 和歌山 

19. 井上慎吾、神埜聖治、谷口隆哉、山田 宏：膝関節内に発生し、関節鏡下で切除し得た腱鞘巨細胞腫の一例.第17回和歌山最小侵襲整形

外科フォーラム, 2020.1. 和歌山 

20. 井上慎吾、谷口 亘、曽根勝真弓、谷口 隆哉、西山 大介、山中 学、山田 宏：反張膝を伴う変形性膝関節症に対し人工股関節置換

術を行った一症例.第88回和歌山医学会総会,2020.12. 和歌山 

21. 北裏卓也,両側腋窩部に生じたtumoral calcinosisの一例 第87回和歌山医学会総会. 2020.12.13, 和歌山市 

22. 北裏卓也, 小児における爪下外骨種の一例 和歌山県整形外科医会 2020 

23. 野中研人，山﨑悟，岡田紗枝，久保井勇樹，谷上正純，松崎交作，川上守：当院における大腿骨頸部骨折に対するHanson Pinlocの短期

成績.和歌山医学会，2020.12．和歌山 

24. 橋本光司：DISH合併第5腰椎椎体骨折遷延癒合に対しX-core椎体置換術を施行した1例. 和歌山整形外科医会, 2020.2. 和歌山 

25. 橋本光司：寛骨臼上脆弱性骨折の1例. 和歌山医学会総会, 2020.12. 和歌山 

26. 松山雄樹, 下江隆司, 神埜聖治, 山田宏: 顕微鏡下に施行した神経原性腫瘍の治療成績. 第17回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラ

ム, 2020.1.19 和歌山市 

27. 松山雄樹, 下江隆司, 山田宏: 手部デグロービング損傷の1例. 第30回和歌山県整形外科医会, 2020.2.15 和歌山県立医科大学 

28. 松山雄樹, 下江隆司, 神埜聖治, 山田宏: 長期経過した刺青により尺骨神経障害を呈した1例.第134回中部整災, 2020.4 大阪市 (紙面発表

のみ) 

29. 松山雄樹, 下江隆司, 平野三好, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 山田宏: 短橈側手根屈筋を認めた橈骨遠位端骨折の 2 例. 第 135 回中部整災, 

2020.10.9. 出雲市 (web hybrid開催) 

30. 山本章, 谷口隆哉, 谷口亘, 西山大介, 山中学, 玉井英伸, 山田宏: 先天性骨幹端異形成症患者に対するTKAの小経験. 第87回和歌山医学

会総会. 2020.12.13, 和歌山市 

31. 上野健、長田圭司、山下真史、高見正成、瀧口登、岡田基弘、延與良夫、西秀人、上田健太郎、加藤正哉、山田宏：上位頚椎骨折の特徴 

～和医大高度救命救急センターにおける頚椎外傷403例より～ 和歌山県整形外科医会 第30回学術集会, 2020.2. 和歌山 

32. 上野健、谷口隆哉、谷口亘、西山大介、山中学、山田宏：非定型的インプラント周囲骨折に対する人工股関節再置換術, 第135回中部日

本整形外科災害外科学会・学術集会, 2020.10. 島根 

33. 上野健、谷口隆哉、谷口亘、西山大介、山中学、玉井英伸、山田宏：非定型的インプラント周囲骨折に対する人工股関節再置換術, 第88

回和歌山医学会総会, 2020.12. 和歌山 

34. 川村晃大、村田鎮優、岩﨑博、山田宏：超音波ガイド下頚部神経根ブロックの有用性、安全性と注意点、第88回和歌山医学会総会、2020.12. 

和歌山 

35. 野田雄祐, 谷口隆哉, 谷口亘, 西山大介, 山中学, 玉井英伸, 山田宏：骨盤後傾の評価を加味した大腿骨頸部骨折の治療方針. 和歌山整形外

科医会, 2020.2.和歌山 

36. 野田雄祐, 高見正成, 前田孝浩, 湯川泰紹, 山田宏, 𠮷田宗人：後弓切除術後に増大した歯突起後方偽腫瘍に対し再手術を要した 1 例. 和

歌山医学, 2020.12.和歌山 

37. 星野晃廣，長田圭司，山田 宏, 平 一裕，上田健太郎，置塩裕子：仙腸関節脱臼（AO分類61C1.2a）に対して小皮切骨盤輪再建術を行

った1例. 第88回和歌山医学会総会,2020.12.13. 和歌山市 

38. 村田顕優，中川幸洋，寺口真年，籠谷良平，米良好正，川上守：腰椎後方固定術後の隣接椎間障害に対して側方進入椎体間固定術及び椎

間関節スクリュー固定を行った1例．第134回中部日本整形外科災害外科学会，2020.4．大阪 

39. 村田顕優，高見正成，村田鎮優，橋爪洋，湯川泰紹，山田宏：脊椎固定術後の隣接椎間障害による椎間孔内椎間関節嚢腫の1例．第135

回中部日本整形外科災害外科学会，2020.10．島根 

40. 村田顕優，長田圭司，平一裕，山田宏：原発性胆汁性肝硬変に続発した若年発症pubic osteolysisの1例．第88回和歌山医学会，2020.12．

和歌山 

41. 林和幹 寺口真年 川上守 山田英之 籠谷良平  米良好正 中川幸洋：DXA 共同利用による地域で連携した骨粗鬆症治療の取り組み

について. 和歌山支部会, 2020. 2 和歌山 



42. 本田梨絵 寺口真年 川上守 斎藤喜宜 籠谷良平  米良好正 中川幸洋: 他職種連携における医師事務作業補助者の役割.日本医療マネ

ジメント学会 和歌山支部会, 2020. 2 和歌山 

 

e) その他 フォーラム、セミナー、研究会、講習会、ワークショップ等 

1. 石口明：運動器検診について.田辺市医師会勉強会, 2020.1. 田辺市 

2. 松本卓二：大腿骨頚部骨折の骨接合術におけるインプラントの選択と人工骨材料の有効性. スミス・アンド・ネフューWebセミナー 『Hip 

& Trauma Web Seminar  脆弱性大腿骨頚部骨折のストラテジー』, 2020/10/7, Web 開催 

3. 松本卓二：大腿骨頚部骨折の骨接合術におけるインプラントの選択と人工骨材料の有効性. KISCO研修会 2020/10/21, Web開催 

4. 松本卓二：リハビリテーション栄養について、骨ばた会議Zoomミーティング 2020/11/21、Web開催 

5. 岩﨑博：超音波ガイド下ハイドロリリース－末梢神経を意識した頚部痛・腰痛治療－. 熊本整形外科勤務医会総会・学術講演会, 2020.10. 

熊本 

6. 岩﨑博：頚部の脊髄神経後枝. 先進運動器エコーフォーラム2020 in慶應. 2020.2. 東京 

7. 岩﨑博：困った時の一発！私のエコーガイド下腰痛治療. The 1st NeuroMusculoskeletal Ultrasound Online Meeting of SMAP. 2020.6. 

東京（Web開催） 

8. 高見正成：『脊椎内視鏡手術の実際』 リハビリテーション科クルズス 2020.06.18 

9. 谷口亘、西尾尚子、山中学、曽根勝真弓、太地良、筒井俊二、中塚映政、山田宏：神経障害性疼痛モデルラットにおける脊髄後角内ドー

パミン作動ニューロンの変調．第41回脊髄機能診断研究会, 2020.2. 東京 

10. 石元優々：1月22日 ラジオ健康講座収録 和歌山放送 

11. 石元優々：1月23日 旭化成ファーマ 社内講演 in 田辺 （ガーデンホテルハナヨ） 

12. 石元優々：2月6日 和歌山県医師会整形外科部会・和歌山市医師会内科部会「ロコモに負けない —歩いて逝くために-」主催：旭化成

ファーマ 

13. 石元優々：4月18日 ラジオ健康講座収録 和歌山放送 

14. 石元優々：8月19日 ラジオ健康講座収録 和歌山放送 

15. 石元優々：10月21日 第一三共 webセミナー Pain Live Symposium 

16. 石元優々：11月4日 旭化成社内講演 

17. 石元優々：11月7日 第一三共webセミナー 田辺市医師会学術講演会 

18. 石元優々：11月25日 ラジオ健康講座収録 和歌山放送 

19. 西山大介: 関節リウマチと骨粗鬆症 -整形リウマチ医RA治療のリアルワールドデータ-. 旭化成ファーマ社内勉強会. 2020.2 和歌山 

20. 西山大介: 高齢発症関節リウマチ(Elderly onset Rheumatoid Arthritis; EoRA)の治療. リウマチエリアWEBセミナー2020.12 web開催 

21. 長田圭司：第15回救急画像セミナー『頚椎頚髄損傷の画像診断と治療』〜初期診療で見落とさないために〜．2020/11/13 和歌山救急画

像セミナー 和歌山市 

22. 下江隆司, 神埜聖治, 松山雄樹, 山田宏: 尺骨神経障害を呈したblack lymph nodeの1例. 第37回中部日本手外科研究会, 2020.2.1. 出雲

市 

23. 下江隆司, 松山雄樹, 山田宏: デュピュイトラン拘縮に対する酵素注射療法. 第17回和歌山MIOSフォーラム, 2020.1.18. 和歌山市 

24. 下江隆司: 乳がん・前立腺がんに対するホルモン療法中の患者における手の障害. 第2回和歌山県手外科研究会, 2020.9.26. Web開催 

25. 下江隆司: 更年期世代の女性を中心とした手・手指疾患に対するエクオールの可能性. 女性のヘルスケアウェブセミナー, 2020.12.5. 

26. 曽根勝真弓、谷口 亘、山中 学、太地 良、西尾尚子、筒井俊二、岩﨑 博、山田 宏、Jianguo G Gu: 簡便かつ確実な pressure-clamped 

single-fiber recording technique の開発. 第 8 回ニューロカンファレンス和歌山, 2010.1 和歌山 

27. Tamai H Taniguchi W Yamanaka M Nishio N Taniguchi T Nisiyama D  Fukui D Nakatsuka T Yamada H：Anmalysis 

of the relationship between knee osteoarthritis weight-bearing pain and TRPV1 using the CatWalk syste，TRP family conference，

2020.1.26. Wakayama 

28. 横山徳一：クリニックにおける変形性関節症の治療戦略～初診から手術まで、患者満足度を高めるために～．変形性関節症を考える会 on 

Web. 座長 藤木貴顕．2020.9.16 



 

29. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: # 手根管症候群どうしてる -県下のexpertに伺いました-. 第2回和歌山

手外科研究会. 2020.9.26. 和歌山市 (web開催) 

30. 松山雄樹, 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 村田顕優, 山田宏: ＃ばね指どうしてる -県下のexpertに伺いました-. 第2回和歌山県手外

科研究会, 2020.9.26. (Web開催) 

31. 村田顕優，中川幸洋，寺口真年，籠谷良平，米良好正，川上守：腰椎後方固定術後の隣接椎間障害に対して側方進入椎体間固定術及び椎

間関節スクリュー固定を行った1例．第17回和歌山MIOSフォーラム，2020.1．和歌山 

32. 泉尚史、谷口亘、西尾尚子、山中学、曽根勝真弓、太地良、筒井俊二、中塚映政、山田宏、吉田宗平 : 脊髄後角における興奮性シナプス

伝達に対するキノホルムの作用．第41回脊髄機能診断研究会, 2020.2. 東京 

 

表彰 

1. 第93回日本整形外科学会学術総会（2020）一般演題口演の部 視聴者数第1位 

松本 卓二:大腿骨転子部骨折での外側壁破裂は術後骨折部の不安定性につながる予測因子の1つである.  

2. 第22回日本骨粗鬆症学会(2020) 高評価論文 

松本卓二, 木村友香子, 水森菜月, 山下英里子, 船岡信彦: 大腿骨転子部骨折での外側壁破裂は術後骨折部の不安定性につながる予測因子

の1つである 

 

研究費交付状況 

1. 厚生労働科学研究費補助金 分担者 山田宏：脊柱靭帯骨化症に関する調査研究、課題ID20317214、研究期間2020－ 

2. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 分担者 山田宏：地域住民コホート研究による脊柱後弯症の自然経過の解明、研究課題番号：

19K09632、研究期間2019－ 

3. 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 分担者 山田宏：国産医療機器市場拡大、課題ID 18064934、研究期間2018－ 

4. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 筒井俊二、研究分担者 谷口亘、西尾尚子、山中学：Riluzoleの脊髄損傷治療

薬としての作用機序の電気生理学的解明． 

5. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 高見正成、研究分担者 山田 宏：地域住民コホート研究による脊柱後弯症の自然経

過の解明． 

6. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 谷口亘： 神経障害性疼痛における下行性ドーパミン作動神経系の変調 

7. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究 C） 研究代表者 西尾尚子、研究分担者 谷口亘：変形性膝関節症における機械受容チャネルを

介した疼痛メカニズムの解明 

8. 厚生労働科学研究費補助筋（難治性疾患政策研究補助金） 分担者 谷口亘： スモンに関する調査研究班 

9. 平成32年度（令和元年）和歌山県立医科大学特定領域研究助成金 分担者 谷口亘： TRPチャネルシグナルネットワークと生体反応 

10. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 石元優々：MRI自動読影装置を用いた腰部脊柱管狭窄症の自然経過とその予後

予測因子の解明 

11. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 福井大輔：早期・初期変形性膝関節症ラットモデル確立 

12. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 長田圭司：AGEs から見た脊柱靭帯骨化疾患の発症機序の解明；住民コホート 10 年追跡調査

より 

13. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者  寺口真年：ロコモティブシンドロームへの徹底介入による若返りのまちづくり 

14. 若手研究支援助成：玉井英伸 ラット変形性関節症モデルにおける多血小板血漿治療のもたらす行動学的・組織学的 研究 

 


